
事務事業No 事業名 [事業基本情報]

750 ○ 管理経費

分野別目標 5 ○ 法定受託事務

政 策 4

施 策 1

取 組 2

継続 主な事務事業

事業実施の根拠法令

関連個別計画 「３つのキーワード」との関連性

担当課・担当課長（Tel） 寺西　貞弘(423-0003) いのちを守る ふるさと力を高める 該当せず

関連課

１　事業概要及び実施内容

事
業
概
要

２　事業コスト

予算 決算 予算 決算 予算 決算 決算 計画 決算

4,121 3,912 5,200 4,660 4,600 5,176 5,143 4,695

- - 26.2% -11.5% -24.3%

6,714 6,714 6,714 5,883 5,883 5,897 5,798 5,793

0 0 0 0 0 797 477 477

6,714 6,714 6,714 5,883 5,883 6,694 6,270 6,270

904 374 904 595 595 153 222 804
3,217 3,538 3,419 4,065 4,005 6,238 4,921 3,891
0.88 0.88 0.88 0.78 0.78 0.8 0.78 0.78

0 0 0 0 0 0.5 0.24 0.24

３　目標及び実績
平成21年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度目標値 31 33 33 33

実績値 31 30 32

全体目標値 33 全体目標達成度 年度別達成度 100.0% 90.9% 96.9%

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

年度目標値 2,200 4,000 2,200 2,200

実績値 2,152 2,067 1,998

全体目標値 2200 全体目標達成度 年度別達成度 97.8% 51.6% 90.8%

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

平成２５年度

第一特別展開催事業事項

事業期間 ～ 大事業

項

博物館事業

平成２３年度 平成２４年度平成２１年度 平成２２年度

人と文化を育てる

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容
会期を展覧会シーズンである秋(10月～11月)に、公開日数を30日程度で設定し、展示資料を全国か
ら借用して、展覧会を構成する。なお、和歌山市立博物館条例第4条に基づき、特別展開期中は入
館料を改定する。

和歌山に関して全国的に有名なテーマを設定し、貴重な博物館
資料で展覧会を構成することによって、市民文化の向上に寄与
する。

博物館

事業進捗管理シート

第一特別展開催事業
事業区分(1)

事業経費

その他

文化遺産の保護・継承

子どもが輝き、文化が薫る教育のまち

その他

重点

款

事業種別

文化遺産の公開と活用

事業区分(2)
自治事務

文化・スポーツの振興

社会教育費

目 博物館費

一般会計

教育費

会計・
予算区分

会計

成
果
指
標

第一特別展入館者数

単位 人

単位

4,131

187.7%

事業費 6,204

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

そ の 他
6,051一般財源（税等）

市　　債

平成22年度

所要人数
常勤職員

非常勤職員

第一特別展開館日数

0.5

指標名及び達成状況

単位 日

平成25年度

計画

県支出金

6,694

34.9%

5,897

小計

伸び率（％）

活
動
指
標

主な予算内訳

国庫支出金

797人件費

常勤職員

非常勤職員

153

単位

0.8

実
施
内
容

「エコロジーの先駆者　南方
熊楠の世界」の開催　会期
平成２１年１０月１０日から
１１月２３日まで　南方熊楠
が神社合祀反対運動を開始し
て、今年で１００周年を迎え
る記念の年にあたり、エコロ
ジーの先駆者であった南方熊
楠の世界に光をあてる。

紀州徳川家･歴代藩主による治
世の裏には、それを支える多
くの女性たちの存在があり、
彼女たちが政治や文化に与え
た影響は、決して少なくな
い。本展覧会は、歴代藩主の
正室、側室、姫君といった、
紀州徳川家ゆかりの女性たち
に関連する資料を展示し、紀
州徳川家の女性たちの生涯を
概観するとともに、彼女たち
の存在を再評価する。

祇園南海は、江戸時代中期の
紀州藩の儒官で、優れた詩文
の大家としてしられている。
高度な教養に裏打ちされた数
多くの絵画作品をのこしてお
り、これら祇園南海の作品と
関係資料を一堂に展示し、彼
の残した足跡をたどる。

和歌山市出身で洋画家でもある
ヘンリー杉本が、両親の住む米
国に渡り、日米開戦により強制
収用された日本人収容所で日々
の暮らしを描いた絵は戦後歴史
的記録として注目を浴びてい
る。本展覧会では、市民図書館
に寄贈された彼の作品を中心に
彼の生きた時代を紹介した。

和歌山市や海南市の市街地を
走り長年親しまれてきた「市
電」をテーマに「市電」に関
する写真や資料を紹介し、
「市電」が果たしてきた役割
を考え、今後の交通体系のあ
るべき姿を模索する一助とす
るためにもその足跡を追う。

78.7%

事
業
費
 
千
円

2,200

33

26

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 対象外

○
評価年度


